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平
成
28
年
第
１
回
竹
原
市
議
会
定
例
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　議
案
32
件
を
可
決

　

２
月
23
日
～
３
月
17
日
の
24
日

間
、
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

議
案
32
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
今
回
の
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
平

成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

２
～
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

◆
広
島
市
と
竹
原
市
と
の
連
携
中
枢

　

都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の

　

締
結
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

広
島
市
と
竹
原
市
と
の
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
締

結
に
関
し
、
広
島
市
と
協
議
す
る
も

の
で
す
。

◆
竹
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組

　

織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を

　

定
め
る
条
例
案

　

消
費
者
安
全
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
消
費
生
活
セ
ン

休
日
開
庁
を
実
施
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
・
通
知
カ
ー
ド
の
受
取
の
た
め

次
の
休
日
を
開
庁
し
ま
す
の
で
、
平
日
に

来
ら
れ
な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
庁
日　

４
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
　
　

５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

受
付
時
間　

９
時
～
16
時

受
付
場
所　

市
民
課
市
民
係
窓
口

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド

　

の
受
取
以
外
の
業
務
は
お
受
け
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

引
越
し
の
際
は
、
住
所
の
異
動　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届
は
、
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続
で
す
。

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る
引
越
し

で
住
所
を
異
動
さ
れ
る
人
は
、
住
民
票
の

異
動
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
他
の
市
区
町
村
に
転
出
・
転
入
す
る
場
合

マイナンバー（社会保障・税番号制度）のお知らせ

マイナンバー総合フリーダイヤル

【日本語窓口】　☎ 0120-95-0178

【外国語窓口】

　制度に関すること

　☎ 0120-0178-26

　通知カード・マイナンバーカードに関すること

　☎ 0120-0178-27

受付時間

　平日　９時 30 分～ 20 時

　土・日・祝日　９時 30 分～ 17 時 30 分

〇
竹
原
市
内
で
転
居
す
る
場
合

引越し先の

市区町村
竹原市

竹原市

[

転
入
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

14
日
以
内
に]

　

転
出
証
明
書
を
添
え
て
転
入

届
を
提
出
す
る
。

[

転
出
前
に]

　

転
出
届
を
提
出
し
て
転
出
証

明
書
を
受
け
取
る
。

※
住
所
の
異
動
を
さ
れ
る
場
合
は
、
記
載

　

事
項
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係

　

☎
22-

２
２
７
８

[

転
居
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

14
日
以
内
に]

　

転
居
届
を
提
出
す
る
。

タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
並
び
に
情
報

の
安
全
管
理
に
関
す
る
基
準
に
つ
い

て
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
必
要
な
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
平
成
27
年
度
竹
原
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算

　

国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
た
、
社

会
番
号
・
税
番
号
対
応
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
や
観
光
情
報
発
信
事

業
な
ど
を
追
加
計
上
す
る
と
と
も

に
、
平
成
27
年
度
各
種
施
策
の
実

施
に
よ
る
事
業
費
の
精
算
に
伴
い
、

３
億
３
，
０
５
１
万
９
千
円
を
減
額

し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
年
度
で
の
完

了
が
見
込
ま
れ
な
い
事
業
費
に
つ
い

て
、
次
年
度
へ
繰
越
し
す
る
も
の
で

す
。

祝 

全
国
大
会
出
場
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

市
で
は
、
県
大
会
規
模
の
予
選
会
を
経
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人
に
助
成
金
交
付

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
生
涯
学
習
課　

☎
22-

７
７
５
７

第
24
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会
（
３
月
26
日
～
28
日　

岡
山
県
）

　

藤
谷　

昌
也
、
岡
山　

稜
亮
（
竹
原
中
学
校
）
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お
知
ら
せ
N
E
W

市
役
所
の
組
織
を

一
部
変
更
し
ま
し
た

　

市
が
目
指
す
将
来
像
「
住
み
よ

さ
実
感　

瀬
戸
内
交
流
文
化
都
市

た
け
は
ら
」
の
実
現
に
向
け
て
、

第
５
次
総
合
計
画
及
び
竹
原
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
組

織
づ
く
り
と
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域

課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

組
織
体
制
等
を
整
備
す
る
た
め

に
、
必
要
な
組
織
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

主
な
変
更
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
「
竹
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　

と
創
生
総
合
戦
略
」
推
進
の
た

　

め
の
組
織
づ
く
り

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
推
進

◆
「
企
画
振
興
部
」
の
新
設

　

竹
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
、

企
画
部
門
と
産
業
振
興
部
門
の
連

携
を
強
化
し
、
戦
略
の
実
現
に
向

け
施
策
・
事
業
の
執
行
力
を
高
め

る
た
め
、
「
企
画
振
興
部
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
た
体
制

整
備

◆
「
福
祉
部
」
の
新
設

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
生

涯
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り
や
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の
確

保
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
、

健
康
対
策
や
介
護
、
障
害
者
支
援

な
ど
を
包
括
的
に
実
施
す
る
た

め
、
ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
施
策

の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
福
祉
部
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

○
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
的
確

　

に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
整
備

効
率
的
な
執
行
体
制
の
整
備

◆
「
整
備
部
門
」
の
集
約

　

産
業
振
興
課
で
所
管
す
る
「
農

林
水
産
整
備
部
門
」
を
建
設
課

の
「
土
木
整
備
部
門
」
で
集
約
・

総
合
的
に
所
管
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
整
備
部
門
の
効
率
的
な
執
行

体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
部

名
を
「
建
設
部
」
に
名
称
変
更
し

ま
し
た
。

◆
「
上
下
水
道
課
」
の
再
編

　

上
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
下
水

道
事
業
部
門
に
つ
い
て
、
下
水
道

事
業
の
あ
り
方
検
討
や
企
業
会
計

の
導
入
に
向
け
た
取
組
に
注
力
す

る
た
め
、
職
員
の
併
任
を
解
除
し
、

「
下
水
道
課
」
に
名
称
変
更
し
ま

し
た
。

○
そ
の
他
必
要
な
組
織
改
正

法
令
の
改
正
に
伴
う
組
織
改
正

◆
「
文
化
生
涯
学
習
課
」
の
新
設

　

総
合
教
育
会
議
の
設
置
や
教
育

大
綱
の
策
定
を
契
機
と
し
て
、
市

長
部
局
で
所
管
し
て
い
る
文
化
芸

術
振
興
部
門
と
生
涯
学
習
部
門
を

「
文
化
生
涯
学
習
課
」
と
し
て
教

育
委
員
会
へ
移
管
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
竹
原
市
行
政
組

織
図
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
と
も
市
政
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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４
月
１
日
人
事
異
動

　

人
事
異
動
後
の
部
課
長
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
務
部
長
（
公
営
企
業
部
長
併
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
岡　
　

亨

企
画
振
興
部
長　
　

中
川　

隆
二

市
民
生
活
部
長　
　

宮
地　

憲
二

福
祉
部
長　
　
　
　

今
栄　

敏
彦

建
設
部
長
（
都
市
整
備
課
長
兼
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　

有
本　

圭
司

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　

久
重　

雅
昭

総
務
課
長　
　
　
　

平
田　

康
宏

財
政
課
長　
　
　
　

沖
本　
　

太

税
務
課
長　
　
　
　

向
井　

聡
司

企
画
政
策
課
長　
　

松
﨑　

博
幸

産
業
振
興
課
長
（
農
業
委
員
会
事

　

務
局
長
併
任
） 　

桶
本　

哲
也

市
民
課
長
（
忠
海
支
所
長
兼
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　

森
重　

美
紀

人
権
推
進
室
長　
　

向
井

　直
毅

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

國
川　

昭
治

社
会
福
祉
課
長　
　

井
上　

光
由

健
康
福
祉
課
長　
　

塚
原　

一
俊

建
設
課
長　
　
　
　

大
田　

哲
也

下
水
道
課
長　
　
　

藤
本　

嗣
正

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川　

優
子

教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
元　

紀
行

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　

 
 

九
十
九　

邦
守

教
育
委
員
会
文
化
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
信　

正
純

議
会
事
務
局
長　
　

西
口　

広
崇

監
査
委
員
事
務
局
長
（
選
挙
管
理

　

委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　

広
近　

隆
幸

水
道
課
長　
　
　
　

松
岡　

俊
宏

妊
婦
健
康
診
査
の
実
施

　

４
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
を
開

始
し
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

　

安
田
病
院

　

（
竹
原
市
下
野
町
３
１
３
６
）

診
察
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

診
察
時
間　

９
時
～
12
時

診
察
内
容

①
妊
婦
健
康
診
査
（
妊
娠
30
週
頃

　

ま
で
の
人
が
対
象
）

②
婦
人
科
診
察

※
産
婦
人
科
専
門
医
の
資
格
を
持

　

っ
た
女
性
医
師
２
人
が
交
代
で

　

担
当
し
ま
す
。

※
診
察
は
、
予
約
制
で
す
。

　

安
田
病
院
に
直
接
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
22-

７
１
５
７

　

安
田
病
院　

　

☎
22-

６
１
２
１

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、
た
け
は
ら
っ
こ
ネ
ウ

ボ
ラ
（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
を
４
月
か
ら
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、

ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

話
を
聴
い
た
り
、
助
産
師
に
よ
る

相
談
・
訪
問
な
ど
を
し
て
、
安
心

し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
妊
娠
期
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

※
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
所
」

　

を
意
味
し
ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
内

時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　

９
時
～
16
時

　

※
祝
日
・
年
末
年
始
除
く

対
象

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
（
お
お

む
ね
就
学
前
）
の
人
や
そ
の
家
族

な
ど

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
22-

７
１
５
７

た
け
は
ら
っ
こ

ネ
ウ
ボ
ラ
を
開
設

　

今
年
度
は
、
任
期
満
了
に
伴
う

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
頃

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
政
治
に
届
け

る
た
め
に
は
、
投
票
へ
行
く
の
は

も
ち
ろ
ん
、
質
の
高
い
選
挙
（
投

票
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

す
社
会
に
関
心
を
も
ち
、
常
日
頃

か
ら
の
学
習
・
体
験
を
積
み
重
ね

て
、
投
票
す
る
た
め
の
準
備
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

○
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し

　

た
ら
住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う
！

　

参
議
院
選
挙
か
ら
は
、
公
職
選

挙
法
の
改
正
に
よ
る
「
18
歳
以
上

へ
の
選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
」
が

適
用
さ
れ
、
18
歳
・
19
歳
の
み
な

さ
ん
も
投
票
で
き
る
見
込
み
で

す
。
進
学
や
就
職
な
ど
に
伴
い
、

既設の期日前投票所 増設する期日前投票所

設置場所 竹原市役所

忠海公民館
（忠海支所横）
吉名公民館
（吉名出張所横）
新庄集会所
（荘野出張所横）

設置期間
公示の翌日から選挙期
日の前日までの毎日

期日前投票期間中のう
ち各所１日

投票時間 ８時 30 分～ 20 時 ９時～ 19 時

※本市の有権者は、いずれの期日前投票所でも投票できます。

実
家
を
離
れ
る
人
は
、
選
挙
権
を

行
使
す
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
住

民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う
。

○
期
日
前
投
票
所
を

　
　
　
　
　
　

増
設
し
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
、
市
役
所
に
開
設
し

て
い
た
期
日
前
投
票
所
を
、
参
議

院
選
挙
か
ら
、
次
の
と
お
り
増
設

し
ま
す
。

選
挙
の
お
知
ら
せ

○
当
日
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
を

　

繰
り
上
げ
ま
す

　

参
議
院
選
挙
か
ら
、
選
挙
当
日

の
全
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
を
20
時

か
ら
１
時
間
繰
り
上
げ
、
19
時
ま

で
と
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
22-

７
７
６
４
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車種
１台当たり年税額

現行税率 新税率

二輪車の小型自動車 4,000 円 6,000 円

二輪の軽自動車（側車付を含む） 2,400 円 3,600 円

小型特殊
農耕作業用 1,600 円 2,000 円

その他のもの 4,700 円 5,900 円

原付

ミニカー 2,500 円 3,700 円

総排気量 125CC まで 1,600 円 2,400 円

総排気量 90CC まで 1,200 円 2,000 円

総排気量 50CC まで（屋根付三輪を含む） 1,000 円 2,000 円

▼原動機付自転車及び二輪車等

問い合わせ　税務課市民税係　☎２２-７７３２

車種
１台当たり年税額 登録後 13 年超

（※）現行税率 新税率

軽三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

軽四輪

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

▼軽三輪車及び軽四輪車

※登録とは、車検証の初度検査年月をいいます。

※軽三輪及び軽四輪は環境性能（燃費基準）に応じて軽減措置があります。

※軽三輪及び軽四輪のうち、平成 27 年３月 31 日までに最初の新規検査を受

　けたもので登録後 13 年を超えないものについては、現行税率のままです。

平成 28年度軽自動車税の税率改正
　地方税法の改正に伴い、平成 28 年度軽自動車税の税率が次表のように

変わります。

竹原地域
食品衛生協会
事務局移転の

お知らせ
新住所等

　竹原市中央二丁目９

　番 21 号

　（あいふる３１６）

　☎ 22-8038

開所時間

　９時～ 15 時

※井戸水等水質検査等

　の受付時間は従来ど

　おり（毎週月曜日９

　時～ 11 時）です。

問い合わせ

　竹原地域食品衛生協会

　☎ 22-8038

　

市
で
は
、
住
民
の
自
助
の
取
組

を
支
援
し
、
土
砂
災
害
に
よ
る
危

険
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

住
宅
等
の
土
砂
災
害
対
策
改
修
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
る
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

等
を
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
構
造

基
準
に
適
合
さ
せ
る
改
修
工
事

土
砂
災
害
対
策
改
修
の
例

土
砂
災
害
対
策
改
修

費
用
の
補
助

補
助
金
額

　

工
事
費
の
23
パ
ー
セ
ン
ト

　

（
上
限
75
万
９
千
円
）

　

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
、

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平

等
を
図
る
た
め
、
在
宅
療
養
で
も

負
担
す
る
費
用
と
し
て
、
食
材
費

相
当
額
に
加
え
、
調
理
費
相
当
額

の
負
担
が
加
わ
り
ま
す
。

所得区分
平成
27
年度

平成
28
年度

平成
30
年度

一般
（住民税課税世帯）

260 円 360 円 460 円

住民税
非課税
世帯

低所得Ⅱ 210 円 据え置き 据え置き

低所得Ⅰ 100 円 据え置き 据え置き

▼１食あたりの負担額

※低所得Ⅱとは、70 歳以上の住民税非課税世帯の人
※低所得Ⅰとは、70 歳以上の住民税非課税世帯で
　一定所得以下の人

入
院
時
の
食
事
代
が

変
わ
り
ま
す

※
指
定
難
病
患
者
、
小
児
慢
性
特
定

　

疾
病
患
者
及
び
長
期
で
精
神
病
床

　

へ
入
院
し
て
い
る
患
者
で
、
所
得

　

区
分
が
一
般
の
人
は
、
負
担
額
が

　

２
６
０
円
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

変
更
開
始
日

　

平
成
28
年
４
月
１
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４

※
平
成
29
年
３
月
20
日
ま
で
に
工

　

事
を
完
了
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
都
市
整
備
課
住
宅
建
築

　

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

☎
22-

７
７
４
９

改修

木造の骨組

鉄筋コンクリート造
以外の外壁

鉄筋コンクリ
ート造の塀

子
育
て
世
帯
向
け
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集
中
！
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今
年
に
入
っ
て
、
市
内
で
２
件

の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
被
害
総
額
は
既
に
総
額

で
１
，
１
０
０
万
円
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

詐
欺
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
息
子
に
な
り
す
ま
し
た
者
よ
り

　

連
絡
が
入
り
、
保
証
人
に
な
っ

　

た
の
で
お
金
が
必
要
に
な
っ
た

　

と
い
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺
。

②
竹
原
警
察
署
・
郵
便
局
・
銀
行

　

協
会
を
名
乗
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　

カ
ー
ド
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て

　

い
る
た
め
、
指
紋
認
証
タ
イ
プ

　

と
交
換
す
る
と
の
理
由
で
、
キ

　

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

　

を
預
か
る
と
い
う
も
の
。

　

金
融
機
関
や
警
察
等
が
キ
ャ
ッ

シ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
聞
く
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

金
銭
等
に
関
し
、
身
に
覚
え
の

な
い
話
が
あ
れ
ば
、
必
ず
付
近
の

人
に
相
談
し
た
り
、
竹
原
警
察
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

特
殊
詐
欺
被
害
発
生
！

子
育
て
世
帯
向
け
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集
中
！

　

特
に
子
育
て
世
帯
向
け
に
配
慮
し
た
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す

　

る
世
帯

②
同
居
す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
た
は

　

妊
娠
し
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
ま
た
は

　

新
婚
世
帯
（
配
偶
者
を
得
て
５
年
以
内

　

で
、
申
込
者
と
配
偶
者
の
年
齢
の
合
計

　

が
75
歳
以
下
の
世
帯
）

③
同
居
す
る
す
べ
て
の
人
が
、
２
親
等
以

　

内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

④
入
居
者
及
び
同
居
親
族
が
市
税
や
公
営
住

　

宅
の
家
賃
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
、
10
万
４
千
円
を

　

超
え
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人
を
１
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
、

　

ま
た
は
保
証
会
社
の
利
用
が
可
能
で
あ

　

る
こ
と

⑦
入
居
者
及
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

　

力
で
な
い
こ
と

家
賃
助
成

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
月
額
所
得
に
応
じ
て
家
賃

の
減
額
助
成
（
１
万
円
～
３
万
円
）
を
行

い
ま
す
。

①
同
居
者
に
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

　

世
帯
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
者
が
い
る

　

世
帯
ま
た
は
新
婚
世
帯

②
入
居
者
の
月
額
所
得
が
48
万
７
千
円
以

　

下
で
あ
る
こ
と

申
込
受
付
期
間　

４
月
14
日
㈭
ま
で

抽
選
会　

４
月
16
日
㈯　

14
時
～

　
　
　
　

人
権
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

※
応
募
の
な
か
っ
た
部
屋
が
あ
る
場
合
は
、

　

再
募
集
・
抽
選
を
抽
選
会
当
日
に
行
い

　

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
出
席

　

し
て
く
だ
さ
い
。

現
地
見
学

　

見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
へ
は
随
時
対
応

し
ま
す
の
で
、
電
話
で
２
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
土
日
の
電
話
受
付
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

住宅名・住所 部屋タイプ 階数 間取り 床面積（㎡）戸数 家賃（円）

ヴィラ S＆ C

竹原市竹原町
字下新開
3465 番地 4

① 1階 2LDK 60.86 4 41,000 ～ 71,000

② 2・3 階 2LDK+L 71.73 8 45,000 ～ 75,000

④ 2・3 階 2LDK+L 81.29 2 48,000 ～ 78,000

⑤ 1 階 3LDK 73.90 2 49,000 ～ 79,000

⑥ 2・3 階 2LDK+L 82.40 4 50,000 ～ 80,000

⑦ 1 階 3LDK 73.90 2 49,000 ～ 79,000

⑧ 2・3 階 2LDK+L 82.40 3 50,000 ～ 80,000

計 25 

▼募集住宅

※ LDK はリビングダイニングキッチン Lはロフトを示しています。
※床面積はロフト部分の床面積を含みます。
※家賃は、入居者の収入や世帯の人数によってそれぞれ異なります。
※詳細は募集のしおり（都市整備課・支所・出張所備え付け）で確認してください。

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
整
理
票(

本
庁･

支
所
・
出

張
所
に
備
え
付
け)

等
に
よ
り
、
都
市
整
備

課
住
宅
建
築
係
（
☎
22-

７
７
４
９
）
へ
。
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地域ぐるみで取り組む
鳥獣被害対策

　イノシシやシカを中心とした農作物

被害は年々増加し、最近では住宅地へ

も昼夜を問わず出没する事例が増加し

ています。有害鳥獣の捕獲頭数は年々

増加していますが、被害は大きく軽減

されていません。農作物被害や住宅地

などへの侵入を防ぐためには、駆除だ

けでなく「防御」が重要です。

　農林産物をイノシシやシカなどの被

害から守るため、電気柵・ワイヤーメッ

シュ柵・トタン柵を設置する場合の資

材や駆除に使用する捕獲柵の購入に関

して補助を行っています。

　補助要件など詳しくは、お問い合わ

せください。

※平成 28 年４月１日以降に購入した

　ものが対象です。

問い合わせ

　産業振興課農林水産振興係

　☎２２-７７４５

知っていますか？人権擁護委員
　人権擁護委員は、市町村長の推薦を受け、法務大臣か

ら委嘱された民間ボランティアです。日常生活に埋もれ

ている人権問題をすくい上げるため、地域の皆さんから

人権相談を受けたり、人権について関心を持ってもらえ

るような啓発活動を主に行っています。

　また、「人権を侵害された。」と申告等があった場合、

事案に応じて、法務局の職員と協力して事実関係を調査

し、被害者の救済のため、最善の方法を一緒に考えます。

　毎月第３水曜日９時から 12 時まで、人権センターで、

人権相談を実施しています。

　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関することでお困り

のときは、ぜひお近くの人権擁護委員へご相談ください。

氏名 担当地区 氏名 担当地区

福光　多栄子 忠海東地区 土田　勇 下野地区

大川　正憲 忠海西地区 塚原　きみ江
荘野・

東野地区

原田　千鳥
高崎・

福田地区
三永　恵子

仁賀・
田万里地区

森川　愛子 竹原地区 坂本　忠明 吉名地区

▼竹原市の人権擁護委員

問い合わせ

　東広島竹原人権擁護委員協議会

　☎ ０８２-４２３-７７５２

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け給付金）のお知らせ
　「一億総活躍社会」の実現に向け、高齢者世帯

等も含めた所得全体の底上げを図り、また、平成

28 年前半の個人消費の下支えのため、所得の少

ない高齢者を対象に、給付金を支給します。

●支給要件

　平成 27 年度の住民税が課税されてない人で、

平成 28 年度中に 65 歳以上となる人（昭和 27 年

４月１日以前に生まれた人）が対象です。

　※ただし、以下の場合は除きます。

　ご自身を扶養している人が課税されている場合

　生活保護の受給者である場合　など

●支給額　１人につき３０，０００円

申請方法

●申請先

　竹原市役所社会福祉課

　（竹原市中央四丁目７番11号　竹原福祉会館内）

　「高齢者向け給付金」窓口

●申請期間　４月１1日（月）～７月 11 日（月）

●提出書類

　申請書（対象となると思われる世帯へは、４月

11 日に送付予定）

　添付書類（本人確認書類、指定した振込先口座

が確認できる書類）

注意点

　原則、平成 27 年１月１日時点で竹原市に住民

票がない人の申請は受け付けられません。

　平成 27 年１月２日以降に他の市区町村から竹

原市に住民票を移された人で、支給要件に該当す

る場合は、住民票を移す前の市区町村から支給さ

れることとなりますので、詳しくは住民票を移す

前の市区町村へお問い合わせください。

問い合わせ

　社会福祉課福祉総務係

　☎２２-７７４２


